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I. はじめに
一学生相談における今8的現象
近年、対人恐怖症的な訴えをもって相談にやって
来る学生が増加している。対人恐怖といっても、
1970年代に多く見られた赤面恐怖を主訴とするもの
は皆無に近い。それよりは「自分が人からどう思わ
れているのか気になる」「周囲の人々から嫌われて
いるのではないか心配だ」などという、他者からみ
た自分のありよう、他者の思惑などにふりまわされ
る結果、強度の対人緊張 ・不安が生じて困惑する
ケースが大半である。70年代に多発した古典的な対
人恐怖の病理は、高度経済成長にともなってあらわ
れた社会の流動化現象を背景に出現したもので、社
会の変動に自我の成熟が追いつかず、ペルソナ （＝
社会的役割自我）の形成不全により不安の問題が
「顔」に局在化した結果として赤面恐怖症状が出現
したものと考えられる。つまり過去の赤面恐怖を主
訴とする対人恐怖症状は、自我の未熟さ・ペルソナ
の未成熟と深く関係している適応不全であったとい
える。
ところが今の対人不安・対人恐怖を訴える学生の
多くは、表面的には充分（というより過剰なまでに）
社会に適応しているものが多い。キャンパスでは友
人もあり、授業や部活には休まず出席し、アルバイ
トでも仕事を真面目にこなすなど、実生活では不適
応らしい不適応の徴候が見出せない。しかし彼らは
しきりに「自分がない」と訴えるのである。それは
彼らに個性がないという意味ではないし、存在感が
ないというわけでもない。彼らは社会において充分
に機能し、周囲との関係を維持しながらむしろ一見
「個性的」に生きているようにさえ見える。彼らの
過剰適応ぶりを見ていると、まるで強固なペルソナ
を維持するためにエネルギーのほとんどを費やし、
結果として本当の自分の「顔」を見失ってしまった
かのようである。
一方でNEETとも呼ばれる引きこもりの問題が増
加しているのも確かである。これは過剰適応とは対
極にあるように見えるが、実はこれら両者の差は紙
一重である。過剰適応者はちょっとしたきっかけで
容易に引きこもり状態になりうるし、引きこもり状
態にあるものが適応の努力をし始めると、大体は過
剰適応的になって頓挫してしまうのである。両者に
共通する問題点としてまずあげられるのは、表面的
なコミュニケーションヘの過剰なまでの依存傾向で
ある。それは、ある意味で必死で「ノリの良さ」を
演じることによって、その場限りの、軽く、明るい
対人関係を維持しようとする努力の中に見てとるこ
とも出来るし、携帯メールやネットチャット・イン
ターネット掲示板への没頭にもあらわれている。
n. コミュニケーション不全と
コミュニケーション渇望
n技術の発展にともない、我々の生活の中でネッ
トワーク環境は不可欠のものとして定着してきてい
るが、コミュニケーション形式の多様化に並行して
コミュニケーションの質的問題も出現してきてい
る。学生が授業中に携帯メールをチェックしている
姿はすでに珍しいものではなくなっているし、ネッ
トワークの存在は学生の生活の中に完全に定着して
いるといってよい。最近は画像・動画・音楽などの
録再機能はもちろんのこと、それらをデータとして
ダウンロード・アップロードできる多機能携帯電話
も増えてきており、コミュニケーションツールとし
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てこれほど便利な情報端末は他にない。しかし便利
な道具であるがゆえにその便利さに依存しやすく、
本来使いこなすべき「道具」に逆に人間の方が「使
われて」しまう主客逆転現象が起こりやすいともい
える。あるいは大した必要性はなくとも周囲の話題
に乗り遅れないため、仲間の輪から外れたくないが
ために「ケータイ」を使っている者もあるだろう。
等質の集団に自分が「所属」していることを確認す
るため、自分に仲間がいることを確認するためにこ
ういったツールを利用するということもありうるの
ではないか。動物園のペンギンたちが、鏡に映る自
分たちの姿を見ることによって「仲間が大勢いる」
と思い込んで安心するのとよく似た光景だが、
「ケータイ」がここまで急速に普及した背景には、
人間がそれだけ孤立感と不安に悩まされやすいこと
と関係しているのであろう。
生身の人間関係にしても然りである。多くの学生
たちは明るくキャンパスライフをエンジョイしてい
るように見えるが、学生同士のグループ内では常に
必要以上に他者の内面に踏み込まない微妙な一線が
引かれていることが多い。ときにはグループ全体の
明るい雰囲気を壊さないために、水面下では涙ぐま
しいほどの努力で自分をコントロールして他者の意
見に迎合しようとすることも珍しくはない。微妙な
一線を踏み越えて相手の内面に入り込んだら、それ
はすでに「特別な関係」であり、いったんその関係
に入ってしまうと、非現実的なまでの共感、あるい
はほとんど魔術的といって良いほどの「打てば響く」
以心伝心のコミュニケーションが要求されることを
彼らは知っている。それはまるで幼児が母親に対し
て全面的な保護と共感を要求するのと似ている。だ
からうっかりそのような特別な関係に踏み込んでし
まわないように、「明るい、軽いノリ」でその場を
盛り上げ、互いの「聖域」を守りながらも個々人が
孤立しないように共通の符牒（グループ内だけにし
か通用しない話題やボキャブラリー）を用いること
で、うわべの関係を維持しようと努力する。
コミュニケーションヘの渇望は、必ずと言ってよ
いほどコミュニケーションの不全から生じてくる。
学生たちの一部は潜在的に言葉の誤解や気持ちのす
れ違いによる傷つきを極端に恐れている。というよ
りはその種の傷つき体験を持っているがゆえに、同
じ傷つきを反復することを恐れるのである。対人関
係に悩む学生の話を聞いていると、必ずといってよ
いほど過去の、とくに前思春期の前後の時期におけ
る重要な他者（親・友人など）との気持ちのすれ違
いや誤解による傷つき体験や、それに類した外傷的
エピソード（いじめや疎外体験）が語られることが
多い。彼らは過去における重要な他者からの共感不
全による傷つきを引きずっており、表面的には控え
めで自己主張をせず、笑顔を取り繕って人から嫌わ
れないために最大限の努力をしているように見える
が、潜在的には常に他者からの理解と承認を求め、
「自分のことを分かってくれる」相手を探しており、
深く共感的なコミュニケーションを渇望している。
人格形成の途上で被った外傷は、本人の行動や思考
のパターンに潜在的な恐怖として深く刻まれるた
め、その反動形成の結果として、傷つきに対し極度
に敏感で、過度に良心的な過剰適応パーソナリティ
がつくりあげられることになる。
][. 映画『千と千尋の神隠し』から
数年前に公開された宮崎駿監督のアニメ映画「千
と千尋の神隠し』は不思議な作品である。これを単
なるファンタジー映画として見たら、これほどつま
らない映画はないだろう。突拍子もないストーリー
展開やユニークな登場人物、映像表現の多彩さは確
かに観客の目を楽しませてくれるだろうが、見終
わっても結局のところ一体何だったのか、さつばり
分からないのである。
しかし視線を転じて、親子間の情緒的断絶とコ
ミュニケーション不全、そして主人公・千尋の絶対
的な孤独感、そこから紡ぎ出される主人公の内的1方
種という観点からこの映画を見直してみると、意外
に興味深いストーリーである。主人公が10歳の少女
であることと、引っ越しのシーンから始まる点は、
同監督による約20年前の作品である「となりのトト
ロ』と全く同じである（「トトロ」の主人公は、も
ともと10歳の「サッキ」一人であり、妹の「メイ」
はストーリー構成上の必要から、後になってから追
加されたキャラクターである）。ところがストー
リーの展開は全く異なっており、「トトロ」では牧
歌的で楽しげな雰囲気で始まるのに対し、「千と千
尋jでは憂うつなテーマ曲に導かれつつ（千尋に
とっては）不本意な引っ越しの場面から始まる。
両親と千尋との間で交わされる会話は、徹頭徹尾、
気持ちがすれ違ったままである。父親は自己愛的な
モノローグの世界に生きているし、母親は常に何か
別のことに心を奪われており、夫のことはおろか娘
のことさえまるで眼中にないといった様子である。
千尋の悲しみや不安に両親が共感することはない。
生まれて始めてもらった花束が別れの花束であった
ことと、その花束がしおれかけていることに千尋は
二重のショックを受けるのだが、それに対する母親
の反応は「そんなの水切りすれば大丈夫よ」とサラ
リとしたものである。神々の集う異世界に続くトン
ネルの中でも、不安におののく千尋に対して母親は
「くつつかないで。歩きにくいから」と突き放した
言い方を平然とする。
この冒頭シーンは、考えようによっては最も怖い
シーンかも知れない。父親・母親・娘の3者の間に
はほとんど情緒的なつながりが感じられない。両親
は目の前にいるにもかかわらず、千尋にとっては
「不在」なのである。 fトトロ』の母親が病気療養の
ため不在にもかかわらず、子供たちとの絆が失われ
ないのと好対照である。『千と千尋」では両親はプ
タの姿に変えられ、異世界の世界に踏み込んだ千尋
の身体はだんだん透明になり、消えかかっていく。
主人公の身体が消えかかるのは、両親との絆が断ち
切られたからとも考えられるし、まだしつかりとし
た自分らしさを獲得出来ていないからとも考えられ
るだろう。いずれにせよ未熟な自我にとって重要な
他者との絆の喪失は、致命的である。ここには人間
的な絆が決定的に欠如している。これは未熟な自我
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にとってはきわめて外傷的である。適切な情緒的反
応を欠いたコミュニケーションの中で、子どもは自
分を見失い、他者を見失っていく。こんな歪んだ親
子関係が映像の中で描かれていても、観客である
我々は別に違和感を感じない。「こんな親子って、
ありがちだよね」と、いとも簡単に納得してしまう
のである。それほどまでに我々は、絆の断ち切られ
た世界になじんでしまっているのだ。
映画の中ではハクや湯バァバなどの個性的な登場
人物やてんやわんやの大騒ぎに目を奪われがちだ
が、作品中に描かれる世界は、親から精神的に切り
捨てられた寄るべなき子どもの、孤独な精神の1方復
ではなかっただろうか。この映画を、喪失と共感不
全により傷ついた子どもが、内的世界に沈潜してい
く過程でいかに自分らしさを獲得し、精神的自立を
達成するかという視点から眺めると、意外にもリア
リティに満ちたストーリーであることが見えてく
る。
ついでながらいえば、神々の世界に迷い混んだ主
人公「千尋」に常に影のように寄り添う「カオナシ」
は、異彩を放つキャラクターである。気弱で希薄な
存在かと思いきや、突如としてどん欲かつ残酷な存
在と化す。その上さびしがり屋で過食と嘔吐を繰り
返すところなど、そのまま摂食障害の心理に結びつ
きそうである。カオナシをどういうキャラクターと
して設定したのかは知らないが、ああいう衝動性・
攻撃性のかたまりのようなモノを、子どもたちは皆、
心の内に抱えているのではないだろうか。いや、子
どものみならず人間全てがもっている根源的なエネ
ルギーのカリカチュアなのかもしれない。あるいは、
見捨てられた子どもの、声無き叫びの代弁者か。そ
ういう意味でカオナシは主人公の分身でもある。と
くにラストシーンで千尋と肩を並べて電車に揺られ
るカオナシの姿を見ると、その意を強くする。昨今
ジャーナリズムを賑わせた長崎の少年事件は、前思
春期の少女が起こした、まれにみる凶悪事件だが、
被害者も加害者も、暴君と化した自らのカオナシに
飲み込まれてしまったのではないかという気がして
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仕方がない。しかもインターネットという、まさに
「顔のない」仮想世界が狂気の出現を容易にしたの
ではないか。あの事件は決して特殊な犯罪ではない。
条件さえ揃えば容易に起こりうる事象である。
N. 中核自己感の欠損と解離
青年期における一種のカオナシ状態＝「自分がな
い」という訴えは、中核自己感の形成不全もしくは
欠損によって生じる不安の典型的な表現形であると
いえる。中核自己感は乳幼児期の母子相互作用によ
り形成される、文字通り人格の核となりうる統一の
感覚であるが、これはやがて母子関係より離れた社
会的な枠組みの中で洗練され、様々な社会的役割
（ペルソナ）を身につけながらも決して自分自身の
本来の姿を見失わない、統合された人格の中心をに
なう感覚である。発達早期における他者からの共感
による情緒的統合の体験が欠落した人間は、この
「中核」を見失ってしまうのである。
先に述べた過剰適応タイプの人格は、ペルソナ形
成のためにエネルギーのほとんどを使い果たしてし
まうため、肝心の中核自己を維持するためのエネル
ギーが枯渇するのである。というよりは逆に、中核
自己が欠損しているがゆえに、その不安を回避する
ためにペルソナ形成のために全面的にエネルギーを
注ぎ込むのであろう。これが失敗に終わると社会的
場面からの全面的撤退が始まり、いわゆる引きこも
り状態に移行する可能性が増大する。
この欠損により生ずる感情は「空虚感」である。
人格形成期における共感不全により、適切な情緒的
反射（共感）を受けてこなかった者は、中核自己内
部における自己反射（内省）が出来なくなるため、
自分を映し出してくれる鏡を探して様々な対象に同
ー化しようとする。クラインが描き出した投映同一
化の現象である。
リリィ・シュシュの「共鳴（空虚な石）」の歌詞
に次のようなフレーズがある（アルバム「呼吸jよ
り）。
大人になりかけて やめてしまった
自分の内側で
何枚もの鏡を見つけた
あなたに会う喜びあなたに会う切なさより
苦しいのは
まだ私の心の中に 空虚な石が潜むから
自分の内側に何枚もの鏡を見つけ、そこに映る自
分の姿は何通りもある。どれが本当の自分自身を映
し出したものなのか分からない。そこで「私」は大
人への歩みを止めてしまうのである。「あなた」に
出会っても私の苦しさは止まない。心の中にある
「空虚な石」のために、「私」の苦しみは永遠に癒さ
れない。「空虚な石」とは、永遠に満たされること
のない半欠けの心、他者には絶対的に到達不能な個
人の内奥に秘められた深い傷跡であろう。心理学的
にいうと平板な表現しか思いつかないが、これを中
核自己感の根本的欠損とみることは可能であろう。
心の中にある割れた鏡の断片。「自分」が何なのか
さえも分からない。手がかりは鏡の破片のそれぞれ
に映る自分の映像しかない。これらの映像は断片化
し、相互の連関を失っている。感情の統合は失われ、
断片化したままそれぞれの映像の中へ封じ込められ
てしまう。これが解離状態にほかならない。
解離 dissociationは、外傷的なストレス体験を内
的に処理するための原初的かつ最大の防衛機制であ
る。世界保健機構 (WHO)の国際疾病分類第10改
訂版 (ICD-10)によると、解離とは「過去の記憶、
同一性と直接的感覚の意識、そして身体運動のコン
トロールの間の正常な統合が一部ないしは完全に失
われた状態」と定義されており、解離性同一性障害
の種類として以下のものがあげられている。
1. 解離性健忘
2. 解離性遁走
3. 解離性混迷
4. トランスおよび憑依障害
5. 解離性運動障害
6. 解離性けいれん
7. 解離性知覚麻痺および知覚脱失
8. 混合性解離性及び転換性障害
9. Ganser症候群および多重性人格障害を含む
他の解離性同一性障害
10. 特定不能の解離性同一性障害
ICD-10に記述されている定義は、精神障害として
のものであるが、 Putnam(1989)によると、解離と
は元来ストレス状況に対処するための適応的機能で
あり、さまざまな解離現象の底には一つの連続体が
存在し、解離の強度や頻度がある限度を超えるとき、
または不適切な状況で出現するときにのみ不適応が
生じるとされている。
ジャネは解離現象に関する著作の中で、意識的自
己の支配力から解離された下位システムは「正常範
囲を超えた異常な分離」であることを強調している
が、彼の同時代人は、解離は正常過程であり、一定
の状況下においてのみ病的となるだけだと考えてい
た。たとえば、モートン・プリンスは、解離とは
「正常の精神神経機構を支配する一般原理の一つで
あり、非常に目立った形のものだけが病的である」
と規定している。テイラーとマーティンは多重人格
についての総説の中で、正常体験（たとえば白昼夢）
から多重人格に至る一つの連続体が存在するという
考えを述べている。その後に同様の理論を述べる著
者が出てきた。『分裂した意識一人間の行動と思考
における多重支配J(1977)によって心の「新解離」
理論を提出したヒルガードは、正常解離から病的解
離への連続性という考え方を支持する、おそらく現
代では最も有力な人物である。彼の観察では「日常
生活を探せばたくさんの小さな解離でいっぱいであ
る」 (F・W・パトナム「多重人格性障害jp.23) 
解離状態にある自我は、一時的には良好な社会適
応をみせる。基本的に投映同一化の機制によって対
康智善：青年期における「自分がない」という訴えをめぐって
象認知をするので、表面的にはよく気のつく、物分
かりのよい、善良な人物として見られることが多い。
しかし実のところ一見利他的な態度は、自分自身の
欲求の投映であるため、いったん深い人間関係に入
るとその幼児的な自己中心性がしだいに露呈するの
で、たちまち様々なトラブルを招く結果となり、恋
愛関係を含む対人関係は混乱した、倒錯的なものに
なりやすい。リリィ・シュシュの別の曲 「エロ
ティックjでは、投映同一化の様子がこう歌われて
いる。
夢の中に入り込んだ イメージのかけらから
あなたが欲しがってるものを 探し出してる
紅茶の中に映ってる 曇った空のグレイ
あなたが持ち上げていって 昼に溶けてた
好きなのはあなたの全てじゃなくて
風のような 傷跡のような 海の響きのような
ェロティック
つまり相手の要求するもの事前に察知し、それに
合わせることでしか自分を表現することが出来な
い。それは人も物も溶かし込んでいく風景の映像に
同化していくしかない。そこには個別性というもの
はなく、あるのは融合の体験である。だから「好き
なのはあなたの全てじゃなくて」、命名しがたい印
象の連続、エロティックな融合体験なのである。そ
こに自他の区別はなく、自分の感情と相手の感情の
区別もない。融合体験の中に充実はなく、空虚感だ
けがつのることになる。そして空虚感を埋め合わせ
るためにさらなる投映同一化と融合を希求し、結果
的に錯綜した対人関係や倒錯的な性関係に溺れるこ
とになりやすい。実際、解離性障害の徴候を示す学
生の多くが、このような状態に陥っている。彼らに
決定的に欠けているのは、「リアリティ」の感覚で
ある。
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V. リアリティについて
古くは古代中国における荘子の「胡蝶の夢」から、
現代における最新SFX映画の「マトリックスjシ
リーズに至るまで、我々にとって「リアリティとは
何か」という問いは、時代を超え、その時どきに
様々な装いをまとって我々の前に現れてきた。心理
臨床の現場でも、何が「リアル」なのかは、常に鋭
い問いとして突きつけられる。そして「本当のモ
ノ＝リアリティ」が何であるのかは、結局のところ
全く分からないまま終わってしまうのである。とい
うのは我々の生きる現実は常に多重であり、「純粋
な現実」を認識することは原理的にありえないから
である。 PTSDなどの外傷性精神障害を抱えた人に
とって、過去は常に現在の上に反復され、現実は過
去のイメージとの二重写しのものとして、つまり過
去は永遠の現在として反復体験される。あるいは投
映同一化の現象のように、現実の対象が常に無意識
的な欲求により変形されて知覚されることもある。
結局のところ、我々は「混じり気のない、純粋な現
実」を体験もしくは知覚することは不可能なのであ
る。それは数学的な「厚みのない直線」や「永遠に
交わることのない平行線」をユークリッド空間内で
物理的に成立させようとする試みと同じくらい、
「非現実的」なのである。
J・ラカンは、認識の主体は「想像界」「象徴界」
「現実界」の三つの輪が交差するボロメオの結び目
により構成されると考えた。ラカンの考えでは、人
間が言語などの象徴を構成していくのではなく、
「象徴界」の次元の方が人間全体を構成し、規定す
る。「想像界」というのは広義のイメージの領域で
あり、人間の欲望により規定されている。「現実界」
というのは通常の意味における現実をさすのではな
く、象徴界によって追放されたものによって成り立
つものであり、主体はそれと出会うことはなく、
「出会いそこない」として反復される。つまり象徴
界により排除されたものが現実界なのであるが、
我々は決してその現実界と出会うことはないのであ
る。
話が少し思弁的に流れてしまったきらいがある
が、我々が「リアリティ」の語を用いる時、すでに
我々は「リアル」の体験からは遠く隔たった地平に
追放されているのである。例えば離人症において、
私のこの身体は物理的には存在するが、この身体を
持った「私」という存在のリアリティは無に等しい
という、特有の感覚が成立しうるのも、この事情に
よるものである。我々臨床家が離人症や解離症状を
もつクライエントに対面するとき、まさにボロメオ
の結び目に対峙しているのだといえる。解離性障害
の学生が多重人格的な徴候を示し始めるとき、「い
ろんな自分がいるんですけど、結局のところ本当の
自分はないのです」あるいは「何が本当なのか分か
らないのです」「今の自分はかりそめのものなんで
す」「今ここにいるのは、今朝生まれて今晩死んで
しまう、今日一日を生き抜くためだけに存在する自
分なのです」という、不可解な訴えを口にするので
あるが、だからといってその叙述が異常だとは言い
きれない。なぜならいわゆる「健康な人」が、自分
でこれが「本当の自分」と思い込んでいる自分の姿
は、単なる自らの欲望の投映像にすぎないかもしれ
ないし、「本当の自分」があると納得している自分
の思想を世間一般の「常識」に重ね合わせて理解し
たふりをしているだけかもしれないのだ。そういう
意味では「自分はここにいるけど、自分はない」と
いう率直な表現は、もっとも感覚的リアリティに満
ちた表現ともいえる。だから治療者自身がリアリ
ティの限界に気付き、「自分もひょっとしたらここ
にはいないのかもしれない」ことに思いを巡らせる
ことが出来れば、それがクライエントの訴える「自
分の不在」への最大の共感となりうる。
VI. 選択としてのリアリティ
結局のところリアリティとは何かは分からない。
しかし我々は、腹が減ったり喉が渇いたりすれば不
快に感じるし、身体が傷つけば痛いと感じるし、人
から非難されたら身の縮む思いをするし、どうにか
それらに対処して不快な事態が生ずるのを避けてい
かなければならない時間・空間の中で生きている
し、そうするほかに方法はないのである。これが仮
に仮想の空間であろうとも（実際、人間の感覚器官
には物理的な限界があるわけで、我々は自然界の現
象のごく一部しか知覚していない。そういう意味で
知覚された世界は一種の「仮想現実」である）、こ
の中で生きるか否か、すなわちこれを「いわゆるリ
アリティ」として甘受するか否かという選択肢しか、
実は残されていないことに気付くのである。
解離性障害のクライエントのほとんどが強い希死
念慮を持っており、自殺企図に及ぶケースも少なく
ないのは、死ぬことそのものに強い魅惑を感じてい
るからではなく、自分が日々演じている馬鹿馬鹿し
い幕間劇に単に終止符を打ちたいからなのである。
彼らにとって日々の「リアリティ」を生きていくこ
とは主体的な選択肢の中に入っていないのである。
筆者は解離性障害のクライエントに「趣味でも遊
びでも何でもいいから、自分が今一番好きだと思っ
ていることがありますか？」と問いかけることが
時々ある。あるものは楽器を演奏することだと答え、
あるものは絵を描くことだと答える。あるいはペッ
トの世話をするのが一番好きだと答えるものもい
る。「それに没頭しているときのあなたは、他なら
ぬあなた自身なんですね」と言うと、あるクライエ
ントはハッとした表情で「そう言われてみれば、そ
のときは誰の目も気にしていないし、自分を演じる
必要もないですね。ただ楽しいですね」と答えた。
また、演劇をやっているクライエントがいて「舞
台で役を演じているときが一番楽しい」と言うので、
「それじゃあ、日々の現実という、あなたのおっ
しゃる『幕間劇』を演じているあなたは、全然楽し
くないわけですね」と返すと、「そりやあ、そうで
すよ。だってやりたいと思ってやっているわけじゃ
ないですから。演劇は私が自分で選んでやるからこ
そ、ある意味リアルで面白いんですよ」と言う。筆
者は笑いながら「そうするとリアリティというのは
単なる選択の問題ということですね」と答えた。ク
康智善 ：青年期における「自分がない」という訴えをめぐって
ライエントは思わず吹き出してケタケタ笑い出し
た。
この笑いの中にこそ、実は答えがある。自分です
でに答えに気がついているともいえるだろう。我々
が自分の意志で何を選択するか。つまるところそれ
が決定的に重要なのである。「自分」と「リアリ
ティ」を包むボロメオの結び目への答えは、意外に
身近な感覚的体験の中に潜んでいる。
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ARRTRAf:T 
Thoughts about a Sense of "Absence of Self" Expressed by Adolescent Clients 
KANG, Ji-Seon 
Kanan University 
This paper attempts to describe a typical form of anxiety in adolescence, focusing on clients' 
subjective sense of "absence of self'which means JIBUN-GA NAI in Japanese. This theme is 
analyzed in four aspects: 1. in relation to anxiety caused by social-phobia; 2. from a point of view 
of chronic communication-failure and a thirst for communication; 3. developmental problem of 
earlier mother-and-child relationship; 4. in relation to psychopathology of dissociative identity 
disorder. Furthermore, these considerations are followed by discussion about quality of experi— 
enced'reality'in ordinary life. 
Key Words ; self, communication-failure, dissociation, reality 
